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しまえがき

~2 幸fl<::'. A剤. Tfipjが泡安定度においてすぐれて

おり，また22'C-23'C以上の滋度においていわぢるレ

く低下ずることを示した。その欠点を改議すべく A

7刊すれにその原料であるラウヲノレアルコール安部訪日し

た所，いちぢるしく安定しi&度よJf・に対しても強い'

とがう〉っfニ窃

号i絞i仁 A.Q1J.T部会三よぴラウザルプノレつーんの混

合比をと様々に変えて実験を行なった。また，絞め3手話
チルセ"''/ノレブミ事を総長ましてお発泡

ラインプロポーショナ…ぞ使潟でき，低;怠

rJf: (氷点下〉でも貯蔵可能な泡~J を潟会し災談合行な

った。その結果合報告する。

2. 実験期開

n3殺42年寄 AI4B-I0月30B

3， 界蛮遠性議，濃部および器部鶏

( 1 ) 害事喜善活性 WJ

ア〉ラウリノレアノレコール琉鍛ニ忠久デルアンモニ A ウム

(A誇u)R-0503NH. 

イ〉ラウリノレアノレコーノレ硫酸エスデノレトリニ弘タノーノレ

アミン(T剤)R-OS03HN(C2H~OH)3 

ウ);t1ザオ今、/よユチレンアノレヰヂノレサノレブヱ…トソーダ

(C斉斧斜i号j)I波ミ一0(CH2CH主〈ο))，ぬ，S03N、守;

ぷ )ぷ?〆さザえオ必d々Fシ品チ Lレ/ンアノんレZ守子ノルレササナノルレア広… ト人， トヲ

タ/…ノレアミン(OT磁〉

オサアノレキノレベンゼンスノレみン酸アンそニュウム (M

資1])

〆¥
!ミ僻品503，NH4 、/
(2) 港 予事j

家 5事ご。喜寿'l'e空室

( 24 ) 

渡辺勝

エチノレ々 世ソノレブ

(3) 添加翼手i

ラウヲノレ7/L-:;:;ーノレ

4. 畿内容

2報に同じでたるの波IJ窓検問

100双三三角フラスコに泡斉1]1∞ccを入れて，

さし込み冷議議長撃で冷しながら混授と

状況を総務しfこ。なお，三角プラスコ

くと絞磁のふ冷るので，

そのjこに符いfニa

5. よ

(1) Affi]lこ対するうウリ/レアルコーノレノ〉添加後と出安

定疫について

A予誌にラウザノレアノレコーんを添加すると安定した泡

が得られるが，適切な添加盆が不明であっ f二のそれで

ラウザルアノレコーんのJ必要警にして充分な殺小ぷ級殺を

求めるため一緩め受験さと行なった。

総菜iま~~ 1 淡である。ラウザルプノレ

たA邦jはぬ~t惑しやすくなり 2 結箆も大きくなる F した

がってできるだけラウワルアルコールの添加藤:を少く

して安定した泡をと生成する泡剤を作るため，添加よとを

ラウリルアルコーノレニ 3/1から10/1まで変

行ない，適切な添加f設のß~設さとつけた。泡

として一応泡半減雲寺閉会 100分前後， Jh 

;夜祭器寺践を 5分程度においた。議苦手1](ま品チノt--tロソル

ブどぬ鍔-129診添加した。

①AL31裂 (A1f!J/ラウザノレプんなーんニc:;3h以下向

じ)，①AL41型は各成分会第 1授のように混合して

くまで加熱しても，間体の白い不溶分がかなり

主義った。 ラウリルアノレコ…ノレの添加震が多過Fると思

われる。③AL61型は第1;1終の繍指定にして1m熱すれば
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④AL81型;⑤AL 101型
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③AL61型
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室 温 'c I 23.0 21. 5 22.5 22.8 21. 2 

水 温 'c i 23‘。 21. 0 20.5 21. 5 21. 0 

初溜時間〈分秒〉 16" l' 00" 35" 40' 23" i 

実
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この組戒に
すると.1/2流
水時間が 3分
40秒と阜くな
..， ，-。

570 

A湖、iとラウ
リメレアノレコー
んの比率をこ
の稜度にする
と溶解が容易
でちょっと加
熱しただけで
充分である。

545 

AL31型「司 i 上記組成に
様100'c近く!して，沸点近
まで加熱した;くまで加熱す
が，溶解しな;ると溶解しな
い悶形物が出川、悶形物はな
来た。しかし<なる。
AL3型より; この組成の
かなり少なか jものを小盤三
った。角フラスコに

;とり冷蔵義経で
i冷やした汚f.
;問。Cで白潟し
;不溶分がふわ
1ふわ浮いた。
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に使用可能な泡剤の調合を試みた。第 1表のような組

成の泡斉ljは.A剤の水溶液濃度がラウリノレアノレコーん

を添加しないA斉¥jより低濃度でよく， 0.3%以下で充

分安定した泡が得られるo なお，①~⑤の実験は 1田

づつしか行ってないので，その絡泉{値は絶対的なもの

でなし、。各々膨張率も異なるし，室温，水温も異なる

し， また実験のは、らつきもあるので①~④までj警はな

いものと思われる。

(2) T剤;こ対するラウリノレアルコーノレの添加

A~]同様T 斉IJに対しラウリノレアルコーノレを添加して

泡安定度実験を行なった。添加比率ゆT剤/ラウ')ノレ

アルコール=8/1である。結果は沼2表である o

T剤も A剤同様， ラウリノレアノレコーノレ~添加するこ

とによって泡安定度がし、ちぢるしく増大することが分

った。またT斉IJの泡水溶液の濃度は 0.396以下で充分

安定した泡を生成する。

(3) A部j. T斉IJの混合体に対するラウリノレアノレコーノレ

の添加

( 25 ) 

完全に溶解する。しかし，この組成の泡剤を19.Cくら

いまで冷やすと， 白濁しふわふわした不溶分ができ

る。④AL81型の組成にすると，溶解が容易になり，

ちょっと加熱するだけでとけるo また充分安定した泡

を生成する。⑤AL101型になると '/2流水時間が小さ

くなり E 約 21.O'Cの室温，水温で 3分40秒であっ

た。勿論 1回きりの実験なのでその値は絶対的でない

が， AL81型までの泡剤に比べ泡安定度，特に1/2流水

時間が小さくなるように思われる。このAL 101型泡

剤は12.3'Cで白濁し， 10.8'Cで粘度が大きくなり出し

た。これについての実験結果は~5 表②である。この

一連の実験から.A剤とラウリノレアルコーノレの添加比

は8対 1であれば充分であり， それ以上ラウリノレアノレ

コーノレ量を多くする必要はない， また10対 1がラウリ

ノレアルコール添加量の最低線であるように思われる。

したがって，その後の実験ではこれを議礎にしてA斉IJ

対ラウワノレアルコーノレを 8対 1にし， それに他の界面

活性弗1]，溶剤品チノレセロソノレプ等を混合して，低混1侍



第 2 表

ノレアノレコーノレ 811 

験濃度手伝 0.3 

混℃ 21. 5 

産主 ℃ 20.5 

初潟時間(分秒〉 40" 

泡半減時間(" ) 160'00' 

1/2流水時間 (" ) 6 '25" 

張 率 628 

(1). (2):ニおいて， それぞれA剤. TkiJにラウリノレア

ルコーんを添加した場合の泡安定度を測定したが. (3) 

でIJA剣.T剤を混合してお互の特長を生かした泡剤

を作って実験を行なった。結果は~~3表であるo

第 3 表

泡荊番号 ② 

入 約 手伝 16 

泡 T 若手i 事長 4 

剤

如l
T 斉IJ 安6 4 

ーノレ % 2.5 
1社

l>>e 

務時
実

験 i泡半減時間
結!1/2流水時間

果

8 '00" 

720 

61. 5 

膨張

7I'えを除く総合濃度予五

OT斉IJ:ポリオキシェチレンアノレキノレサノレブェ
ート・トリエタ/ーノレアミン
R • O(CH2CH20)nSu3 N(C2H.OH) 

2お3表①，②の 2つの泡剤を{乍って実験を行なっ

た。①:土A剤/Tj剤=1/1で，③はA剤/T斉IJ=4 

/1の組成である。 oはラウリノレアルコーノレの添加率
が若干少ない，②は溶剤jエチノレセ戸ソノレブを 35%入

れ，界面活性剤濃度も大ぎくし，氷点下の組度になっ

ても白潟，沈澱しないものを作った。 T剤はAkiJに比

較して低温度において白濁沈澱しにくい特長を持って

いるので，低温時の使用に迭する。なお，②のJh流水

時間がg分35秒と大きいのは，生成泡の膨張喜界が比較

的大きいためと考えられる。②の低f盛時白濁図化の観

察結果は第 6~受③に示してある。

(4) 界面活性剤，j¥I斉I]，OT剤について

第2報において A弗1]. T剤をベースにし抱剤に，

泡安定度は小さいが起泡性の大きいC1fH:添加する
と，低慌時に白濁，沈澱が少なくなることを報告し

た。 C剤はアトリウム (Na-)塩であるが， (4)ではA

弗1]， T淘!と同じ， アンモニェウム塩 (NH.-)， トリエ

タノーノレアミン(-N(C2H.OH)3)J認のM邦J.OT高1)の

実験を行なった。総東ーは第4表である。

第 4 表
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M斉1]:立，泡半減時間が 5 分40秒と 11~泡が速く，それ

自身では泡剤として不適当である。またドレネレ〆が速

くすぐに水分のない乾いた泡になる。第 1報〈所報3

号〉で実験したアノレキノレベンゼンスノレ，十、ン酸ソーダと

同じであった。 OT剤はMki]と比較してやや泡安定度

が大きく，泡半減時間が17分である。しかし 7分程度

で水分がなくなり乾いた泡になる。両者の比較から泡

安定度に関するかぎり OT斉1]の使用が遜当と考えられ

る。

(5) 泡斉IJ組成と低温度における白濁沈澱の関係

Ai¥ll， T期J，C剤， OT剤， M1fiI，溶解エチノレセロ

ソノレブ等の混合比，および合計の濃度の大小を調節す

ることによって，低温度においても白濁，固化しない

泡剤の調合に努めた。実験方法は 100cc三角フラスコ

に泡剤試料を 100∞入れ冷蔵庫で冷却した。

ア，低濃度にした場合

Ai¥lJ. T1fiJにラウリノレアノレコーノレを添加すると白濁

固化しやすい泡剤になる。そのため溶剤jエチノレセロソ

ルプや他の界面活性剤を添加する必要があるが，また

( 26 ) 



全体の穫量をを小さくすることによ 滋

{じく結稜竣郊〉を防ぐことができるかどうかを務ベる 度と?主人若手~， ものをとさず。

事務 5 表

選溺番号 @ ② @ 

都銀 j 12.0 12.0 6.0 

~J 係| 6.0 

剤 %1 3.0 3.0 

手事~ I二
T 剤デ語

ノレ 予援 1.5 1.2 1.5 

組
エチノレセ胃ソノレブ % 15.0 12.0 15.合

成 ノ;. 号十 譜畢 語( 9援 28.2 5 

ぬ/ 1 

1/1 

観察状況

白明濁。。わずかに透

不粘透明になる。
性大きくなる。

空手い@

泡表安⑤定A度について参は照第 I C'f事j，OTJ¥'IJなし
全信 L 101翠を e 

ラウリノレアルコーんの
添加比率が小さい。した

ミ~

がっ添jてつ，加らエチルセ担ソノレ
ブの 裁ずが少ないしぷも
| かか ①よりまミ湾
は低いe

@ @ 命

5.0 5.0 4勉容

5.0 5.0 4.合

泌総 2.5 

2.5 2.0 

1. 25 1. 25 1.0 

ロ.5 1皐.8 iゑ設

2ゑ号

( 27) 



書事 告 毒気

混 予測 3撃 今、~

A 20.0 16.0 

泡
T 4.0 

T 4.0 

おj 内 '1.1 '"7 .，吋 ..， c 2.5 

級、 ニε デノレイヱロソノレブ 汐 議t:l.u 35.0 

ぷロ斗 計 話農 度予話 61. 5 57金5
成

8/1 

1. 75/1 

銭 i 1-1. 01カマス塗弱から粘伎が大きくな ガラスの重苦霞かちぽつぽつづえ誌を

察

状

況

e {⑤ 

16.舎 12.0 10.0 

長野会 8.0 10.0 

ふむ 2.5 ら会

2.5 2.5 2磁器

35.0 30.0 37.5 

61. 5 55.0 §ら告

思/1 8/1 護/1

75/1 1. 5/ 1 1.88/ 

C 28 ) 



イ，潟濃度にした場合

溶剤の援をと多くすれば， ぬ潟!震度は緩くなると思う

虫丸 るのは不経済

である。ラウザノレアノレコーんは水に不義撃であるので，

氷室設を少く寸ベきでみると判断しそを成分の比率をとあ

まり変らないで，会計淡度を大ぎくした泡刻を作り笑

した。結集は験した.A1事J.

第各素である。

第 5 茨と第 6~受の比較から，合計i濃援を大きくずれ

ば良濁および給度場金持温度が低くなることは務絞であ

る。特に務5表⑤，③と綴惑

が同じでみるが，合計濃度が大きくなるにしたがっ

て，政湾関化温度は低くなっている。すなわち26%.

32る5匁，部言語と大きくなるにしたがって， 自{弱

化〉滋護軍は11.2'C. 9.0'C、一7.0'Cとなる。合計濃度65

手話の務長善後③の泡溺は 7.0'Cまで命、将せず， 治立った

も認められなかった，そしてヴ.O'Cで凍結

した形で沼化した。これで， ラウリノレブノレコーんを添

JJIlした泡燃はホ震をと少くし，給対的4こ浴剤畿をと多くす

れば， S濁およ る5震度を鉱下できること
が明僚になった。第e表①， @，③はラウザノレアノレコ
…ノレ， よLチノレセ田ソノレブグ〉添加震はi問じで，界霞活性

苦手'JA.T， OT郊jのよ之E裂が異なる。②はA斉IJ，Tj1f1]. 

告はA苦手iの濃度がお%でT苦手iをffきまなし、。 また①はA

都多 TH1Jは2と向じだがOT約を会まない。自滅の生

じた温度は問方とも殉じ寸 O'Cである G CD.②，@の
比較から T海!J，O

作用することが分る窃①，

書籍沈澱がき三すぎると，滋度がある懇攻上昇しでも，すぐ

にはもとの透拐な状態にもどりにくいが，②は比較的

もとの状態にもどりやすい。

化状態から箆後透明な状態になった。

疫が変化する場合，潜熱のようなものが為るらしい窃

それは第5淡⑤において最もいちぢるしい。また第時

ノレセ口ソノレブを30%と第6;i援の他の滋窮よりも少な

い。白鴻の生じた燈度会，L6'Cでみる。これから.A

淘1]， てr1fllを20%程度にし， ヲウリノレアルコーんをど添加
した場合は}港湾IJ.::z:..チノレセ開ソノレブは少くともお必以上

必婆であることが分る。

い)Kidde式 HIAXト500言語発泡機による発泡笑
験

の吸入数擦を談1]定ずるものである。この場合送泡チュ

ブは使用しなかった。使用した泡郊の級成は務7表

のj議りであり.経験結巣は第s表であるを実験さき沼の
気温は14ふ℃であった。笑殺泡手訟は， Cfiljも

界言語活性剤!の幾度23%であるが，主iこ泌を保持ずるA

郊の濃度はお‘7%で為る。総書

きとA郊の務会主容に轡き穫すと0.38受話となる。

第 7 表

iえ 苦手j% 20.7 

滋 C 刻銘 2.3 

発lJ ラウリノレプノレコーノレ ヲ長 ゑ話7

f弓 品チルペヱ掠')Ivブ ず金 23.0 

認定

的

関

考

ラウザノレアノし

も充分安定し

ぎたようである。観察の結果忌泡援は発泡援も多く策

定した，そして傑水位のすぐれた泡が生成 Ltこ。 こ

れで， ラウザノレアルコーんを添書廷したA剤をベ…スと

する泡斉立は Ki品おまえP-5∞お発Yi2終に適合すること

淡@の必潟温度会'-7.0'C と低いのはエチJレ~ロソノレブ が分ったが， 1. 5手話吸入毅プロボ抑制ショナーに泊会ず

の設が多いだけでなく. T/事'J.OT1VJの混合薮が多い るように粘惑をを認護保持するのはむずかしく米露孝次の

ことが原問になっていると考えられる。④は溶需品7-怒鎚であるα

第 g 表

75 

らまとめ
ちぢるしく増加する。その添加よ名簿は語

る。 なお， 実際立喜一ご

(1) AH1J. T斉IJにラウザノレアノレコーんを添加すると泡 は抱H1Jと

(2幸〉



るように添お比を調節すべきであ

る。

(2) A剤， Ti'手JIこラウヲノレナノレ誠一んを添加した泡剤

は水に務けにくく，白濁沈澱しやすい， またi箆度に

よる数度変化が大きいものになる。したがって必ず

溶郊の滋合が必婆でみる。この場合溶剤のj発点が水

の沸点より篤いものが議ましい。

(3) (1)の比率で混合した泡お;]1ふ A京!CT制〉の水溶

0.3手話以下で充分安定した泡が得られる。

(4) M事U，T剤以外に添加する界街活性剤には， OT

部がある程度泡安笈役もあり適当である。今後はボ

担オヰFシ=TVンアノレキノレサノレア£…トアンモー為

ウムく3ミ‘O(CH2CH20)n~ NH4) 

している。

を予定

( 3合〉

(5) A斉1J.Ttfj]fこラウヲメレアルコーんをと添加した泡約

くすることによって， 低温時の白濁沈

(6) てfj¥lJはAtfjHこ比較して白濁沈殺がさ主じにくい。 A

~JにT芸誌を混合することによって白濁沈澱温度を低

下できるα

(7) A剤IJ(てfj¥lDにラウヲルプノレ立ーんを 8::tt1程度
に添加した溶剤は KiddeえP-5泌総発泡機;こ迎合

ずる。なおz 絵皮の調整については今後実験を雲監ね

る必事警がある。

(8) 今後とも，新しい界街活性i'l1J. 浴総.粕

が，災襟磁では{個々

しての爽験が必要でみえる


	00000001
	00000002
	00000003
	00000004
	00000005
	00000006
	00000007
	00000008
	00000009
	00000010
	00000011
	00000012
	00000013
	00000014
	00000015
	00000016
	00000017
	00000018
	00000019
	00000020
	00000021
	00000022
	00000023
	00000024
	00000025
	00000026
	00000027
	00000028
	00000029
	00000030
	00000031
	00000032
	00000033
	00000034
	00000035
	00000036
	00000037
	00000038
	00000039
	00000040
	00000041
	00000042
	00000043
	00000044
	00000045
	00000046
	00000047
	00000048
	00000049
	00000050
	00000051
	00000052
	00000053
	00000054
	00000055
	00000056
	00000057
	00000058
	00000059
	00000060
	00000061
	00000062
	00000063
	00000064
	00000065
	00000066
	00000067
	00000068
	00000069
	00000070
	00000071
	00000072
	00000073
	00000074
	00000075
	00000076
	00000077
	00000078
	00000079
	00000080
	00000081
	00000082
	00000083
	00000084
	00000085
	00000086
	00000087
	00000088
	00000089
	00000090
	00000091
	00000092
	00000093
	00000094
	00000095
	00000096
	00000097
	00000098
	00000099
	00000100
	00000101
	00000102
	00000103
	00000104
	00000105
	00000106
	00000107
	00000108
	00000109
	00000110
	00000111
	00000112
	00000113
	00000114



